山梨県コンクール　一部　佳作賞
ぼくのすきなおこめづくり　
中央市立豊富小学校一年　
　藥袋　泰地　
ぼくは、おこめをたべるのも、つくるのもすきです。まいにちたべているおこめは、おじいちゃんのたんぼでつくっています。
おこめをつくるのは、たいへんだけど、たのしいです。おかあさんにきいたら、３さいのころから、おこめづくりのおてつだいをはじめたといっていました。まいとし、ぼくのたのしみなおてつだいです。
おこめをつくるには、たくさんのじゅんびがひつようです。ぼくができるじゅんびは、もみまきのときに、もみまきのきかいをおじいちゃんといっしょにじゅんびすることです。そのあとに、ひりょうをきかいにいれるのはたいへんなので、トレーにとうめいのシートをしくことをぼくがいもうとといっしょにしています。そのあと、きかいがうごくときに、トレーをぼくがのせるかかりをします。ぜんぶで１２０まいいじょうつくります。かぞくみんなでがんばってやります。
たうえのときに、おじいちゃんがきかいにのせてくれて、エンジンをつけるのをぼくがやります。とってもわくわくします。たうえがおわれば、まいにちたんぼのみずをみにいきます。みずをみにいくりゆうは、おこめがおおきくなるためで、たんぼにあるぼうのあかいめじるしに、みずがあるかないかをみています。おじいちゃんがおしえてくれました。
そして、ぼくがおこめづくりでいちばんたのしいことは、いねかりです。おおきなコンバインにのることができるからです。コンバインのうんてんせきからみるおこめはとってもちいさくみえます。
おこめがたくさんできるのはうれしいです。たくさんごはんがたべられるからです。たくさんたべて、しょうがくせいのおにいさんたちみたいにおおきくなりたいです。そのために、これからもおこめづくりをやっていきたいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

